
メコン河下流域の米生産に関する GI S データベースの構築  
Development of GIS database for rice production in lower Mekong basin 

 

 ○鈴木 研二, 古家 淳*, 山本 由紀代* 
Kenji SUZUKI*, Jun FURUYA*, Yukiyo YAMAMOTO* 

  
１．はじめに 

メコン河流域はモンスーン・アジアにおける主た

る米生産地であり、近年急速な経済発展を遂げてい

る。この地域の稲作生産様式は、地域固有の水文環

境によって特徴づけられており、将来想定される水

循環の変動に伴う影響の評価・対策が緊急の課題と

なっている。 
本研究では、こうした評価・対策の展望を得るた

めの基礎的資料として、この地域における米生産に

関する既存の統計を収集・整理し、GIS データベー
スを構築した。 
 

２．対象地域と収集データ  

対象地域は、カンボジア、ラオス、タイ、ベトナ

ムの４ヶ国のうち、メコン河流域に含まれる地域と

した（図 1）。この流域界は MRC（Mekong River 
Commission）の提供するデータセット（Core Spatial 
Datasets）に基づいている。 
国や項目により期間は異なるが、主として 1975

年以降について各国の刊行する農業統計資料を収集

し、米生産に関する県別データとして整理した。入

手した統計は、雨季・乾季別の収量・面積について

表 1のように整理される。ラオスでは被害面積自体
の統計があり、カンボジアとタイでは作付面積と収

穫面積に分かれているが、ベトナムでは作付面積の

みとなっている。 

 

３．GISデータベースの概要 

MRCのデータセットの内、国・県を単位とする行

政界をベースマップとして、現段階では雨季の水田

稲作に関する次の属性について GIS ソフト
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Fig. 1 Lower Mekong basin 

Table 1 Statistical data 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Average rice yield in rainy 

season (1996-2000) 
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（ArcView）を用いてデータベース化した。全域：1985

～2000年の収量、ラオス：洪水・渇水被害面積、タイ：
作付・収穫面積。 
 

４．結果と考察 

4-1.平均収量（全域） 

1996～2000 年の雨季稲作の平均収量を図 2 に示す。
この図から、国別ではラオスとベトナムでの収量が比

較的高く、カンボジアとタイで低い収量となっている

ことがわかる。ラオスでの収量は高いものの、規模（面

積）は東北タイの 10分の 1程度に過ぎない。収量の統

計については、一般にこうした点が見落とされがちで

ある。 
各県の経年収量の変動係数（CV, 標準偏差 / 平均×

100）は下流域ほど大きい傾向にあり、国別ではカンボ

ジアが最も大きくなっている（図 3）。 
4-2.洪水・渇水被害面積（ラオス） 

ラオスでは、渇水よりも洪水被害の頻度・規模が大

きいことが知られており、図 4, 5からもこうしたこと
が確認される。主として洪水被害は中央部から南部に、

旱魃被害は中央部から北部にかけて分布している。洪

水・渇水ともに Savannakhet 県（図中矢印）周辺で被
害が大きいものの、その規模は県単位で 1万 ha を超え
ることはない。 

4-3.作付・収穫面積（タイ） 

作付面積から収穫面積を差し引いて算出される面積

を県別に表示した（図 6）。この面積は、作付けされた
ものの渇水や洪水などの被害により収穫に至らなかっ

た面積に相当する。こうした被害面積が、複数の県で

平均 2～3 万 ha を超えており、東北タイの域内でも雨
量の少ない西部地区を中心に分布している。 
 

５．まとめ 

メコン河下流域４ヶ国の米生産に関する統計資料を

収集・整理し、GIS データベースの構築を行った。こ

れを用いて、雨季水田稲作の収量分布や変動、被害面

積等について検討した。 
今後は、更にデータを追加するとともに、米生産の

水準及び変動の空間分布に関する検討が課題となる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3 CV of yield in rainy season 

(1995-2002) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Fig. 4 Lowland rice area damaged by 

flood in Laos (average 1995-2002) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 5 Lowland rice area damaged by 

drought in Laos (average 1995-2002) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 6 Damaged areas in Thai region 

(average 1981-2002) 
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